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　１１月１１日、大瀬阿蘇神社の大祭で、大瀬組の太鼓踊りが奉納され
ました。境内では「壱の峠」、公民館前広場では「参段目」が披露され、
勇壮な踊りに詰めかけた地域の方から大きな拍手がおくられました。
　この日の衣装は、背中に鳳凰の絵が描かれた太鼓打ちの衣装と、鉦打
ちのゆかた、ともに新しく作られたもので、踊りを観覧した桺詰村長は、
「郷土芸能を保存していくのが難しい中で、地域をあげて継承していた
だき敬意を表します。」と挨拶、郷土芸能保存会代表者の愛甲眞一さん
は、「地域の皆様には大変お世話になります。今後も継承しながら頑張っ
ていきます。」と感謝の言葉を述べました。

大瀬組太鼓踊り、秋の大祭で舞う
大瀬阿蘇神社大祭で太鼓踊りを奉納
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◎助成対象者
　　①申請日において、次のすべてに該当する世帯の世帯主
　　（１）球磨村の住民基本台帳に記録されている世帯
　　（２）世帯構成員のすべてが、村民税非課税である世帯
　　（３）過去にこの助成金の交付を受けていない世帯
　　（４）その他の制度による受信機器の交付及び購入助成金の交付等を受けていない世帯
　　　　　※ NHK 受信料全額免除世帯は、国（総務省）が支援を実施しているため対象外です。

　　②公共的施設（公民館、学習センターなど）の施設管理者

◎助成内容
　�　地上デジタルテレビ放送を視聴するための対応チューナーの購入に要した費用（消費税を含む）を

助成します。ただし、上限額は 5,000 円です。また、助成は１世帯あたり１回限りです。

◎助成対象となるもの
　�　お手持ちのアナログテレビで地上デジタル放送を視聴するための対応チューナーで平成２２年４月

１日以降に購入した物　　※対応チューナー１台に限り助成します。
　　※�テレビ、録画機器、パソコン、カーナビゲーション、携帯電話、その他携帯端末に内蔵されてい

る物は対象外です。

◎申し込み方法
　　交付申請書を役場総務企画課に準備しております。申請にあたっては、次の物をお持ちください。
　　（１）印鑑
　　（２）購入費が判明できる領収書等（平成２２年４月１日以降に購入した物）
　　（３）預金通帳（助成金の口座振込を希望する場合のみ）

球磨村では、次に該当する方へ地上デジタル放送対応
チューナーの助成を行っています。
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３ヵ月間の臨時職員を募集します
勤務先及び
事 業 主 　球磨村文化協会

採 用 人 数 　１人 　１人

職 務 内 容
平成２３年１月から球磨村文化協会事務局

（球磨村教育委員会内）に勤務し、地域コミュ
ニティ活動支援等に従事します。

平成２３年１月日から球磨村文化協会事務局
（球磨村教育委員会内）に勤務し、総合型地
域スポーツクラブ等の普及・啓発等に従事し
ます。

受 験 資 格 ・現在失業中で、球磨村に居住している者　
・普通自動者免許一種

・現在失業中で、球磨村に居住している
　４０歳未満の者　
・普通自動者免許一種

受 験 手 続

１．受付の期日及び時間
　○期日：平成２２年１１月２５日（木）から１２月８日（水）まで（土曜・日曜を除く）
　○時間：午前８時３０分から午後５時まで
２．申込手続　�球磨村役場総務企画課に備え付けの申込用紙に必要事項等を記入して提出し

てください。

試　 験　 の
日　 程　 等

①試験内容：面接試験（約１５分程度）
②試験期日：平成２２年１２月１８日（土）午前９時から（予定）
　　　　　　（面接時間については、申込者に申込締切後、別途通知します。）
③試験会場：球磨村役場　３階談話室
④合格発表：試験結果については、郵送により通知します。
　　　　　　※時間には遅れないようにお出でください。

給　 料　 等 日額 6,000 円　賃金のほか、社会保険・雇用保険が適用される。

雇 用 期 間 平成２３年１月１日〜平成２３年３月３１日

お問合せ先 球磨村文化協会事務局（球磨村教育委員会内）( ３２−１１１７

　10 月 22 日、アットホームどんぐりで、家族介護教室
を開催し、10 名の参加者が介助方法などを学びました。
　この教室は、村が介護者に適切な介護知識や技術を伝
え、介護による家族の身体的、精神的負担を軽減するこ

とを目的として開催しました。教室はアットホームどんぐり
の職員を講師に３回実施する計画で、１回目の今回は、ベッド、
車イス、風呂場での介助方法を学びました。ベッドでの介助
ではシーツ交換や体位変換など分かりやすく説明され、参加
者からは介助方法や介護用具に関する質問がありました。ま
た、実技後は茶話会を行い、介護者が情報交換をすることで
悩みや負担を軽減できた教室となりました。
　今後は、福祉用具の利用方法や家族介護者間の情報交換な
ど２回開催する予定ですので皆様の参加をお待ちしています。 ベッドから車イスへの移乗方法の指導

介護の悩みや負担を軽減
第１回家族介護教室開催
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平成２３年　球磨村成人式のご案内
○期　日　　平成２３年１月４日（火）
○時　間　　（受付）午前９時３０分　（開会）午前１０時００分
○場　所　　石の交流館「やまなみ」（一勝地温泉「かわせみ」隣）
○対象者　　（１）平成２年４月２日から平成３年４月１日までに生れた人で村内居住者
　　　　　　（２）申込みがある本村出身者　（３）村外出身者で、球磨村立小・中学校卒業者

（お問合せ先）球磨村公民館（教育委員会内）☎０９６６−３２−１１１７

　平成２３年　新成人者感想文募集 　新成人者を激励する作文募集

応 募 資 格 上記の対象者の方
新成人の家族の方　
球磨村在住の方々及び球磨村出身者の方々

題 材

１）�新成人となっての「感想」や「決意」、「主
張」等、新成人者に関すること

２）�「こんな球磨村にしたい」等、村づくりや
村おこしに関する夢や希望

１）�新成人を迎える家族としての感想で２０
年間の成長の軌跡で心に刻まれている思
い出や苦労話、また今後期待すること

２）�一般村民の方で、新成人者誕生に想うこと、
また望むこと

字 数 制 限
１）４００字詰め原稿用紙　４枚以内（横書可）
２）ワープロ等による場合は、印字サイズは１３ポイントとし、1,600 字以内（横書可）

締 切 平成２２年１２月１０日（金）（当日受付印有効）

提 出 先 球磨村公民館（教育委員会内）　〒 869-6401 球磨村大字渡丙 1730 番地

表 彰
最優秀賞　１点（賞金２万円）
優 秀 賞　２点（賞金１万円）
※応募者全員に記念品を贈る。

応募者には、成人式当日会場にて表彰状と記
念品を贈り表彰する

　在宅で家族を介護する介護者を対象に、介護に関する知識や技能の習得を目的にした家族介護教室
を次のとおり開催します。介護に関する基礎的な内容となっていますので、お気軽にご参加ください。
　なお、家族間の情報交換の時間もありますので、介護に関する悩みについて応じます。

◇日　時：平成２２年１２月８日（水）　午前１０時〜（１時間程度）
◇内　容：介護に関する福祉用具の利用方法など
◇場　所：アットホームどんぐり
◇申込先：球磨村役場　住民福祉課（担当：内布）　☎３２−１１１２

第２回　家族介護教室の開催について（お知らせ）
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瑞宝双光章
　大瀨　敏克 さん
　髙橋　勇三 さん

瑞宝単光章
　松舟　誠二 さん

　秋の叙勲受章者が発表され、本村では、大瀨敏克さん
（77歳　島田地区）、髙橋勇三さん（78歳　茶屋地区）、
松舟誠二さん（71歳　松舟地区）が受章されました。
　大瀨さんは、子どもに国際協力の大切さを伝える教育
で、また、髙橋さんは消防団団長としての功績があった
としてともに『瑞宝双光章』を受章、松舟誠二さんは、
消防団副団長としての功績が認められ『瑞宝単光章』を
受章されました。瑞宝章は、公務等に永年にわたり従事
され、特に功績を挙げられた方に授与されるものです。

秋の叙勲受章
教
育
と
国
際
協
力
へ
の
功
績

大
瀨
敏
克
さ
ん
（
77
歳
）

消
防
団
活
動
の
功
績

髙
橋
勇
三
さ
ん
（
78
歳
）

　

髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
４
月

に
渡
村
消
防
団
（
昭
和
29
年
、
三

村
合
併
に
よ
り
球
磨
村
消
防
団
）

に
入
団
、
昭
和
40
年
４
月
に
は
球

磨
村
消
防
団
第
２
分
団
長
、
同
年

７
月
３
日
に
は
集
中
豪
雨
に
よ
る

大
水
害
で
は
、
団
員
と
共
に
被
災

者
の
救
護
と
財
産
の
確
保
に
努
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
10
月
に
は
、
球
磨
村

消
防
団
副
団
長
、
昭
和
57
年
１
月

に
は
、
団
長
と
平
成
３
年
１
月
の

退
団
ま
で
副
団
長
２
期
８
年
、
団

長
３
期
12
年
、
球
磨
村
消
防
団
幹

部
と
し
て
、
火
災
予
防
は
じ
め
、

水
害
等
の
対
策
に
常
に
率
先
し
任

務
を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
団
長
時
代
に
、
全
団
員
の

「
規
律
訓
練
」
を
始
め
ら
れ
、
消
防

人
と
し
て
の
精
神
を
養
い
、
全
団

員
の
志
気
の
高
揚
を
図
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
現
在
も
な
お
消

防
団
恒
例
の
訓
練
と
し
て
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
57
年

７
月
に
九
州
地
方
を
襲
っ
た
未
曾

有
の
集
中
豪
雨
に
お
い
て
球
磨
川

が
氾
濫
し
、
自
ら
の
危
険
を
か
え

り
み
ず
身
を
呈
し
て
団
員
の
指
導

に
当
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
と
防
火
思
想
の
普
及
、

消
防
の
仕
事
の
大
切
さ
を
保
育
園
、

保
護
者
に
説
明
し
、
昭
和
58
年
５

月
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
結
成
、

消
防
署
と
一
体
と
な
り
そ
の
育
成

に
努
め
ら
れ
、
火
の
大
切
さ
、
怖

さ
を
教
え
る
な
ど
、
防
火
思
想
の

高
揚
に
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、「
消
防
人
と
し
て

団
員
と
共
に
、
地
域
の
生
命
財
産

を
守
る
と
い
う
使
命
に
燃
え
任
務

を
全
う
で
き
た
。
消
防
団
な
ら
び

に
関
係
者
の
お
陰
だ
と
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。
大
変
あ
り
が
た
く
光

栄
に
思
い
ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
瀨
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
人
吉

東
小
学
校
を
初
任
地
に
、
山
江
村

立
屋
形
小
学
校
、
人
吉
第
一
中
学

校
に
お
い
て
教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
熊
本
県
立
教
育
セ
ン

タ
ー
、
人
吉
市
教
育
委
員
会
指
導

主
事
及
び
球
磨
教
育
事
務
所
管
理

主
事
を
経
験
さ
れ
た
後
、
昭
和
60

年
に
球
磨
中
学
校
長
、
昭
和
63
年

に
宇
城
教
育
事
務
所
長
、
平
成
２

年
に
人
吉
第
一
中
学
校
長
を
歴
任

さ
れ
、
平
成
６
年
３
月
に
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
38
年
間
、
教
育
及
び

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
２
月
か
ら
球

磨
村
教
育
長
と
し
て
６
年
８
ヶ
月

勤
め
ら
れ
、
そ
の
間
、
熊
本
県
町

村
教
育
長
会
長
、
九
州
地
区
町
村

教
育
長
協
議
会
長
や
全
国
教
育
長

協
議
会
副
会
長
等
歴
任
さ
れ
、
教

育
行
政
に
お
い
て
も
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

　

教
諭
及
び
研
究
員
時
代
に
は
、

黒
板
を
用
い
た
授
業
か
ら
、
機
械
化

等
の
活
用
を
具
現
化
す
る
組
織
を

設
立
す
る
べ
く
奔
走
、
各
学
校
の
授

業
に
反
映
さ
れ
現
場
教
育
の
大
き

な
改
善
へ
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
教
育
事
務
所
長
、
学
校
長
時

代
で
も
地
域
や
そ
の
時
代
に
応
じ
た

改
善
な
ど
教
育
現
場
に
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
吉
第
一
中
学
校
長
時
代

に
、
国
際
理
解
や
環
境
教
育
の
一
環

と
し
て
始
め
ら
れ
た
「
ネ
パ
ー
ル
へ

学
校
を
贈
る
」
活
動
を
始
め
ら
れ
、

平
成
５
年
に
第
１
号
と
な
る
学
校

か
ら
、
現
在
も
継
続
さ
れ
16
校
を

建
設
し
、授
業
に
必
要
な
机
、椅
子
、

図
書
な
ど
を
ネ
パ
ー
ル
に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
贈
呈
し
た
学
校
や
ネ

パ
ー
ル
の
子
ど
も
達
の
様
子
な
ど
の

写
真
を
、
活
動
協
力
校
へ
配
布
し

生
き
た
教
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
瀨
さ
ん
は
、「
大
変
光
栄
で

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
、

保
護
者
、
同
僚
、
地
域
の
方
々
の

お
陰
で
受
章
い
た
だ
い
た
と
感
謝

い
た
し
ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
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　この度、板﨑壽一さん（友尻
地区）に法務大臣から人権擁護
委員の委嘱発令がありました。
　委嘱状は１０月１日付けで発
令され任期は平成２５年９月末
までの３年です。

　今後は、現職の松舟喬さん、犬童春代さんと共
に人権擁護委員としての活動が期待されます。

人権擁護委員に
板﨑壽一さん（友尻地区）を委嘱 秋の叙勲受章

消
防
団
活
動
の
功
績

松
舟
誠
二
さ
ん
（
71
歳
）

　

松
舟
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
２
月

に
球
磨
村
消
防
団
に
入
団
、
昭
和

56
年
４
月
に
分
団
長
と
な
り
、
消

防
力
の
強
化
の
た
め
機
械
化
と
防

火
水
利
の
充
実
を
強
く
提
唱
、
ま

た
夏
季
に
お
け
る
耐
暑
訓
練
、
冬

季
の
耐
寒
訓
練
を
積
極
的
に
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年
４
月
に

は
副
団
長
を
拝
命
、
平
成
７
年
３

月
の
退
団
ま
で
３
期
12
年
に
亘
り

球
磨
村
消
防
団
の
幹
部
と
し
て
、

火
災
、
水
害
等
の
現
場
に
お
い
て

も
常
に
率
先
し
任
務
を
遂
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

副
分
団
長
就
任
後
は
、
火
災
予

防
週
間
を
利
用
し
た
幹
部
団
員
に

よ
る
昼
間
の
住
宅
地
域
パ
レ
ー
ド

を
初
め
、
夕
刻
の
火
を
使
う
時
間

帯
に
合
わ
せ
た
全
地
域
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
に
尽
力
さ
れ
、
さ
ら
に
、

人
口
減
少
と
と
も
に
団
員
数
が
減

少
す
る
中
、「
魅
力
あ
る
消
防
団
」

づ
く
り
を
目
ざ
し
、
在
村
し
て
い

る
未
加
入
の
若
者
が
進
ん
で
入
団

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
団
員
が
無

理
な
く
参
加
で
き
る
訓
練
体
制
、

ま
た
、
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
べ
く
出
初
式
に
お
け
る
通
常
点

検
の
競
技
化
な
ど
、
分
団
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
の
訓
練
計
画
、

団
員
の
処
遇
改
善
等
に
力
を
注
が

れ
ま
し
た
。

　

松
舟
さ
ん
は
、「
あ
り
が
た
い

が
、
自
分
が
も
ら
っ
て
い
い
の
か

と
考
え
ま
す
。
副
団
長
の
と
き
、

水
難
事
故
や
水
害
対
策
で
は
１
週

間
も
団
員
が
出
動
す
る
こ
と
も
あ

り
、
共
に
活
動
し
た
方
や
団
員
の

皆
さ
ん
の
お
陰
と
、
改
め
て
受
章

の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
昔

の
消
防
団
は
規
律
が
厳
し
か
っ
た

が
充
実
し
楽
し
か
っ
た
。
消
防
活

動
を
通
じ
て
で
き
た
友
人
と
は
今

で
も
親
し
く
交
流
が
あ
り
、
人
生

の
財
産
が
出
来
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　平成 22 年 6 月の健康
診査では、国民健康保険

（40 〜 74 歳 ） の 4 割 の
方しか受診いただいてお
りません。
　このたび、平成 23 年 1 月 18 日（日）　渡
多目的集会施設にて、追加の特定健康診査
を行いますので、ぜひ受診下さいますよう
にお知らせいたします。
　受診中の方も、ぜひ年に 1 回は受診下さ
いますようお願いします。

　★対 象 者：�球磨村国民健康保険の 40 〜 74
歳のみなさん（受診中の方も含
む。）

　★�詳細については 12 月の広報でお知らせいた
します！！

（お問合せ先）�球磨村役場　健康衛生課　　
☎３２−１１３９

平成22年度特定健康診査（血
圧・血液検査等）を受診しま
したか？

保健師より
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午
前
９
時
に
神
瀬
多
目
的
集
会
施

設
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
大
会
会
長

の
桺
詰
村
長
が
、「
こ
れ
ま
で
、
新

春
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
球
磨

一
周
駅
伝
大
会
の
選
手
選
考
を
兼
ね

る
た
め
例
年
よ
り
早
く
開
催
し
ま
し

　

10
月
31
日
分
会
対
抗
駅
伝
大
会
が
、
神
瀬
か
ら
運
動
公
園
ま
で
の
12
区

間
（
23
・
８
㎞
）
で
９
チ
ー
ム
、
１
０
８
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
新
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
に
球
磨
・

人
吉
一
円
で
開
催
さ
れ
る
、
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会
の
選
手

選
考
を
兼
ね
る
た
め
、
初
め
て
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
名
の
思
い
を
つ
な
ぎ
５
分
会
Ａ
が
優
勝

た
。村
民
体
育
祭
、ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、

駅
伝
大
会
と
今
月
は
村
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
が
続
き
、
分
会
長
を
初
め
関

係
者
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
今
大
会
が
成
功
し
、
12
月
の
駅

伝
大
会
へ
向
け
て
い
い
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。」
と
挨
拶
、

続
い
て
村
議
会
柳
詰
議
長
の
挨
拶
の

後
、
３
分
会
の
岡
朋
哉
く
ん
が
、「
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
最
後
ま
で
頑
張

り
ま
す
。」
と
力
強
い
選
手
宣
誓
を

し
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
中
、
10
時
に
日
当
地

区
の
広
場
を
ス
タ
ー
ト
し
た
９
チ
ー

ム
の
選
手
は
、
沿
道
の
声
援
を
受
け

な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
の
運
動
公
園
ま
で

12
名
の
選
手
の
思
い
が
こ
も
っ
た
タ

ス
キ
を
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
１
区
と
２
区
で
区
間

賞
の
６
分
会
Ａ
が
好
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
が
、
３
区
と
４
区
で
は
区

間
賞
の
２
分
会
が
首
位
に
立
ち
、
５

区
で
は
前
回
優
勝
の
６
分
会
Ａ
の
坂

本
壮
真
く
ん
が
区
間
賞
で
首
位
を
奪

い
、
８
区
ま
で
首
位
を
キ
ー
プ
、
９

区
で
は
５
分
会
Ａ
の
山
口
桃
香
さ
ん

１０時各チームが一斉にスタート（日当広場）

選手宣誓をする岡朋哉選手（3分会）

3区から 4区は各チーム接戦

優勝を飾った５分会の選手

逆転を願いタスキを託す
（30代から小学生）

第
36
回
球
磨
村
分
会
対
抗
駅
伝
大
会

が
区
間
新
記
録
で
逆
転
し
首
位
に
立

つ
と
、
そ
の
ま
ま
12
区
ま
で
つ
な
ぎ

き
り
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
前
回
優

勝
の
６
分
会
Ａ
は
終
盤
追
い
上
げ
ま

し
た
が
惜
し
く
も
２
位
と
な
り
、
３

位
は
前
回
５
位
か
ら
躍
進
し
た
４
分

会
が
入
り
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
】

優
勝　

５
分
会
Ａ

２
位　

６
分
会
Ａ

３
位　

４
分
会

（
区
間
賞
）　　
　
　
　
（
敬
称
略
）

１
区　

犬
童
翔
一
郎
（
５
分
会
Ａ
）

２
区　

山
口　

瑠
花
（
５
分
会
Ａ
）

３
区　

小
川　

晃
聖
（
２
分
会　

）

４
区　

西　
　

勝
則
（
２
分
会　

）

５
区　

坂
本　

壮
真
（
６
分
会
Ａ
）

６
区　

井
本　

泰
志
（
６
分
会
Ａ
）

７
区　

川
口　

光
国
（
１
分
会　

）

８
区　

内
田　

汰
輝
（
１
分
会
Ａ
）

９
区　

山
口　

桃
香
（
５
分
会
Ａ
）

９
区　

井
本
恵
理
香
（
５
分
会
Ｂ
）

10
区　

今
村　

晴
香
（
１
分
会
Ａ
）

11
区　

蔀　
　

拓
也
（
６
分
会
Ａ
）

12
区　

小
川　

拓
郎
（
２
分
会　

）

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
）

１
分
会

　

地
下
一
郎
・
慶
美　

（
親
子
）

　

地
下
克
明
・
克
愛　

（
親
子
）

２
分
会

　

平
根
美
咲
・
美
香　

（
姉
妹
）

３
分
会

　

浦
野
宗
一
・
愛　
　

（
親
子
）

４
分
会

　

山
下
大
広
・
雄
大　

（
兄
弟
）

５
分
会

　

井
本
由
香
・
恵
理
香
（
姉
妹
）

　

井
本
泰
志
・
麻
美
・
菜
奈
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
兄
姉
妹
）

　

山
口
桃
香
・
瑠
花　

（
姉
妹
）

６
分
会

　

大
瀬
綾
奈
・
葵　
　

（
姉
妹
）

（
躍
進
賞
）

４
分
会
（
前
回
５
位
か
ら
３
位
へ
）
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順 位

チ
ー
ム
名

監

督

名

記

録

１　

区

２
，
０
０
０
ｍ

29
歳
以
下
男
子

２　

区

７
０
０
ｍ

小
学
生
女
子

３　

区

３
，
４
０
０
ｍ

高
校
一
般
男
子

４　

区

１
，
５
０
０
ｍ

40
才
以
上
男
子

５　

区

２
，
５
０
０
ｍ

中
学
生
男
子

６　

区

２
，
６
０
０
ｍ

高
校
生
男
子

７　

区

２
，
３
０
０
ｍ

30
才
代
男
子

８　

区

１
，
３
０
０
ｍ

小
学
生
男
子

９　

区

１
，
６
０
０
ｍ

女
子
フ
リ
ー

10　

区

１
，
３
０
０
ｍ

女
子
フ
リ
ー

11　

区

２
，
７
０
０
ｍ

中
学
生
男
子

12　

区

１
，
９
０
０
ｍ

一
般
男
子

1
５
分
会
Ａ

井
本　

幸
男

1
時
間
28
分
08

犬
童
翔
一
郎	

06
分
17
秒

山
口　

瑠
花

02
分
10
秒

那
良　

昌
宏

12
分
30
秒

大
無
田
正
文

05
分
58
秒

恒
松　

佳
樹

09
分
45
秒

井
本　

泰
志

09
分
09
秒

大
無
田
浩
司

08
分
21
秒

鵜
口　

尚
人

05
分
57
秒

山
口　

桃
香

05
分
47
秒

井
本　

由
香

04
分
55
秒

須
惠　

祐
也

09
分
21
秒

槻
木　

正
剛

07
分
58
秒

2
６
分
会
Ａ

大
岩　

康
生

1
時
間
28
分
24

愛
甲　

敏
郎	

06
分
36
秒

大
瀬　

葵

02
分
32
秒

犬
童　

貴
志

11
分
40
秒

清
川　

俊
昭

05
分
50
秒

坂
本　

壮
真

08
分
36
秒

大
岩　

千
仁

10
分
03
秒

蔀　

洋
治

08
分
28
秒

川
嶋　

智
樹

05
分
56
秒

永
椎　

樹
奈

07
分
00
秒

伊
高　

綾
香

05
分
19
秒

蔀　

拓
也

08
分
53
秒

伊
高　

勝

07
分
31
秒

3
４
分
会

柳
詰　

一
人

1
時
間
30
分
41

中
渡　

孝
之

06
分
21
秒

野
々
原
あ
り
な

02
分
40
秒

宮
本　

努

12
分
56
秒

犬
童　

直
樹

05
分
20
秒

山
下　

大
広

10
分
16
秒

平
野　

健

09
分
12
秒

佐
々
木　

亨

09
分
13
秒

山
下　

雄
大

05
分
39
秒

毎
床
美
穂
子

06
分
11
秒

松
舟　

碧

06
分
00
秒

中
村　

大
地

09
分
53
秒

松
本　

真
吾

07
分
00
秒

4
２
分
会

有
村　

重
光

1
時
間
31
分
24

徳
光　

佑
亮	

06
分
56
秒

平
根　

美
香

02
分
24
秒

小
川　

晃
聖

10
分
54
秒

西　

勝
則

05
分
19
秒

浦
川
将
太
朗

10
分
20
秒

小
川　

龍
也

10
分
04
秒

水
篠　

章
男

09
分
38
秒

舟
戸　

一

05
分
43
秒

平
根　

美
咲

06
分
29
秒

水
篠　

恵

06
分
25
秒

糸
原　

奨
哉

10
分
17
秒

小
川　

拓
郎

06
分
55
秒

5
１
分
会
Ａ

平
根　

浩
晴

1
時
間
33
分
31

地
下　

克
愛

06
分
55
秒

佐
々
木
羅
夢

02
分
17
秒

吐
合　

則
直

12
分
44
秒

地
下　

一
郎

05
分
36
秒

水
篠　

尚
哉

09
分
59
秒

嶽
本　

薫

13
分
03
秒

川
口　

光
国

08
分
06
秒

遠
原　

柾
希

05
分
36
秒

地
下　

慶
美

06
分
27
秒

今
村　

晴
香

04
分
42
秒

平
尾　

絃

10
分
12
秒

久
米　

康
弘

07
分
54
秒

6
５
分
会
Ｂ

大
無
田　

清
和

1
時
間
37
分
46

大
無
田　

卓

07
分
40
秒

井
本
菜
奈
実

02
分
20
秒

渡
邉　

大
志

14
分
54
秒

大
無
田
正
剛

06
分
16
秒

馬
場
信
之
祐

09
分
54
秒

鵜
口　

貴
文

10
分
59
秒

毎
床　

明
彦

09
分
36
秒

大
無
田
世
成

06
分
21
秒

井
本
恵
理
香

05
分
47
秒

井
本　

麻
美

05
分
16
秒

鵜
口　

翔
太

10
分
32
秒

大
無
田
満
浩

08
分
11
秒

７
３
分
会

永
椎　

松
太
郎

1
時
間
41
分
25

浦
野　

宗
一

07
分
19
秒

中
園　

智
恵

02
分
53
秒

中
園　

剛
史

12
分
33
秒

馬
場　

求

06
分
14
秒

横
井　

佳
祐

09
分
57
秒

高
沢　

丈
樹

09
分
44
秒

板
﨑　

浩
二

11
分
19
秒

岡　

朋
哉

06
分
16
秒

浦
野　

愛

08
分
15
秒

岡　

千
夏

06
分
49
秒

馬
場　

龍
成

11
分
09
秒

馬
場　

豊

08
分
57
秒

オープン
６
分
会
Ｂ

伊
高　

靖
博

1
時
間
39
分
00

川
内　

智
裕

07
分
46
秒

伊
高　

美
優

　

02
分
33
秒

假
屋　

毅
覚

13
分
52
秒

犬
童　

和
成

06
分
27
秒

川
嶋　

康
太

09
分
25
秒

川
島　

英
明

10
分
45
秒

犬
童　

貴
志

07
分
47
秒

福
山　

正
晃

06
分
18
秒

清
藤　

彩
香

08
分
25
秒

大
瀬　

綾
奈

06
分
50
秒

仮
屋　

嵐

09
分
46
秒

蔀　

祐
太
朗

09
分
06
秒

オープン
１
分
会
Ｂ

内
布　

洋
一

1
時
間
42
分
27

松
野　

翔
吾

07
分
01
秒

戸
屋　

朱
莉

02
分
31
秒

窪
田　

貴
仁

18
分
10
秒

地
下　

克
明

06
分
35
秒

内
布　

玲
慈

11
分
04
秒

境
目　

翔
也

11
分
06
秒

丸
橋　

勝
寿	

08
分
41
秒

内
田　

汰
輝

05
分
34
秒

岩
本　

七
海

07
分
44
秒

半
仁
田　

陽

05
分
47
秒

那
須　

勇
弥

10
分
23
秒

中
塚　

光
宏

07
分
51
秒

第36回 球磨村分会対抗駅伝大会総合成績一覧表

○
数
字
は
区
間
順
位

●
数
字
は
通
過
順
位

太
字
は
区
間
賞

❸⑥

❸③

❷②

❹②

❶①

❶④

❶④

❶⑤

❷⑥

❷④

❷①

❷③

❷⑧

❷②

❺⑥

❹②

❺⑦

❹②

❹⑥

❹③

❹③

❸⑥

❸④

❸②

❺④

❺⑤

❶①

❶①

❷⑧

❸⑤

❸⑧

❸④

❸⑤

❹⑦

❹⑥

❹①

❹②

❹④

❹⑤

❺③

❹⑥

❻⑨

❻②

❺②

❺④

❺①

❺⑤

❺⑤

❼③

❽⑧

❽⑧

❽⑦

❽④

❽⑦

❽⑦

❽⑨

❼①

❻③

❽⑦

❻⑦

❾⑦

❾⑨

❼⑦

❼⑧

❼②

❼⑥

❺①

❻⑧

❻⑨

❼⑨

❼③

❼⑨

❶①

❶①

❸③

❸⑤

❸③

❷①

❷③

❷⑥

❶①

❶②

❶②

❶⑥

❽⑨

❼⑦

❻④

❻⑥

❻⑤

❺③

❼⑨

❼⑦

❽⑧

❽⑧

❽⑨

❽⑧

❻⑤

❻⑥

❾⑨

❾⑨

❾⑨

❾⑧

❾⑤

❾①

❾⑦

❾⑤

❾⑦

❾④

区
間
新

区
間
新

区
間
新

区
間
新

オ
ー
プ
ン

区
間
新
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11
月
村
内
各
地
で

秋
の
例
大
祭
が
行
わ

れ
、
地
域
の
方
が
集

ま
り
神
事
が
あ
り
、

神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
勝
地
阿
蘇
神
社

で
は
、
こ
が
ね
保
育

園
の
園
児
が
『
こ
が

ね
太
鼓
』
を
奉
納
、

可
愛
い
太
鼓
に
集

ま
っ
た
参
拝
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。
大
無

田
阿
蘇
神
社
で
は
奉

納
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が

行
わ
れ
、
寒
さ
を
忘
れ
、
各
チ
ー

ム
が
優
勝
を
目
ざ
し
プ
レ
ー
し
ま

し
た
。　

　

ま
た
住
吉
神
社
で
は
、
一
勝
地

小
学
校
の
１
年
生
、
２
年
生
、
３

年
生
が
、
初
め
て
神
楽
を
見
学
、

そ
の
あ
と
、奉
納
相
撲
が
行
わ
れ
、

一
勝
地
小
学
校
の
児
童
と
神
瀬
保

育
園
の
園
児
が
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に

相
撲
を
奉
納
し
ま
し
た
。
神
瀬
熊

野
座
神
社
で
は
、
今
年
新
し
く
完

成
し
た
拝
殿
で
神
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。渡
阿
蘇
神
社
の
大
祭
に
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
寿
園
の

利
用
者
も
車
椅
子
で
参
拝
さ
れ
ま

し
た
。 秋の例大祭が開催

地域の方が集まり神事が行われました 公民館で太鼓踊り「参段目」を披露 神楽が行われました

一勝地小学校の児童も見学 境内では相撲が行われました こがね保育園はこがね太鼓を披露

多くの方が参拝されました

奉納ゲートボール大会が開催

11 日　大瀬阿蘇神社

12 日　神瀬住吉神社

13 日  神瀬熊野座神社

15 日　渡阿蘇神社

９
日　

一
勝
地
阿
蘇
神
社

10
日　

大
無
田
阿
蘇
神
社

新しい拝殿で初の大祭 多くの方が参拝されました

多くの方が参拝されました 神楽が行われました
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11
月
３
日
に
、
一
勝
地
阿
蘇
神

社
奉
納
剣
道
大
会
が
、
球
磨
村
剣

道
協
会
主
催
に
よ
り
一
勝
地
小
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
剣
道
大
会
は
、
昭
和
55
年

か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
小
学

生
か
ら
一
般
選
手
25
名
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
板
﨑
壽
一
大
会

会
長
か
ら
、「
剣
道
の
人
口
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
続
け
て

い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

文
武
両
道
の
言
葉
ど
お
り
、
文
化

の
日
に
武
道
の
文
化
を
考
え
、
最

後
ま
で
元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
挨
拶
、
続
い
て
一
勝
地
阿

蘇
神
社
の
尾
方
宮
司
、
桺
詰
村
長
、

村
議
会
柳
詰
議
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

渡
剣
友
会
の
中
村
桃
華
さ
ん
が
、

「
一
勝
地
阿
蘇
神
社
の
神
様
が
ビ
ッ

ク
リ
す
る
ほ
ど
大
き
な
声
で
最
後

ま
で
頑
張
り
ま
す
。」
と
選
手
宣
誓

を
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
小
学
低
学
年
の
部
か

ら
始
ま
り
、
小
さ
な
剣
士
か
ら
勇

壮
な
高
校
一
般
の
選
手
が
緊
迫
し

た
攻
防
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）】

◆
小
学
生
低
学
年
の
部

　
　

優
勝　

板
﨑　

大
樹

　
　

２
位　

板
﨑　

歩
実

　
　

３
位　

椎
屋　

夏
樹

　
　

３
位　

境
目　

匠

◆
小
学
生
高
学
年
の
部

　
　

優
勝　

中
村　

桃
華

　
　

２
位　

淋　
　

竜
也

　
　

３
位　

板
﨑　

龍
之
介

◆
中
学
生
の
部

　
　

優
勝　

平
根　

渓
磨

　
　

２
位　

淋　
　

光
平

　
　

３
位　

境
目　

凱
光

◆
高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

中
園　

将
成

　
　

２
位　

中
園　

剛
史

　
　

３
位　

中
村　

昭
博

　
　

３
位　

境
目　

翔
也

心
鍛
え
た
剣
士
が
試
合
を
奉
納

一
勝
地
阿
蘇
神
社
奉
納
剣
道
大
会

緊迫した攻防から見事な面！

心集中し的を狙う
第 21回球磨村弓道大会

　

11
月
14
日
、
渡
小
学
校
体
育
館
で
渡

ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
『
第
15
回
ス

ポ
ー
ツ
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
に
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で

は
、
糸
原
善
行

会
長
が
挨
拶
、

そ
の
後
、
桺
詰

村
長
、
村
議
会

柳
詰
議
長
、
舟

戸
議
員
が
祝
辞

を
述
べ
、
立
野

地
区
の
立
野
美

早
紀
さ
ん
の
選

ビーチボールバレーで
　地域の親睦を図る

　第 15回渡スポーツ大会

手
宣
誓
で
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
地
区
対
抗
で
、
男
子
11
チ
ー

ム
、
女
子
６
チ
ー
ム
で
予
選
リ
ー
グ
を
戦

い
、
各
リ
ー
グ
１
位
の
チ
ー
ム
で
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の

親
睦
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
大
会

は
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
各
選
手
が
汗
を

流
し
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
】

（
男
子
）
優
勝　

茶
屋

　
　
　
　

２
位　

糸
原

　
　
　
　

３
位　

水
篠
・
山
口

（
女
子
）
優
勝　

山
口

　
　
　
　

２
位　

茶
屋

　
　
　
　

３
位　

峯
・
立
野

　１１月１２日、高音弓道場において、明け方の
雨も降り止み秋晴れとなった中、神瀬住吉神社の
大祭に併せて第２１回球磨村弓道大会が開催さ
れました。球磨郡市はもとより、八代市、遠くは
宮崎市佐土原町からの参加があり、２５名の弓道
選手が真剣なまなざしで、的に向かいました。
　桺詰村長の歓迎の挨拶の後、行射を行うための
儀式である矢渡しを犬童武徳高音弓道会会長が
行いました。その後、選手たちが２０本の矢を引
く個人競技及び各的競射が実施され、１６本を的
中した犬童武徳選手が接戦を勝ち抜き優勝しま
した。

【入賞者は次のとおり】競射（４矢５立 : ２０射）
　1 位 　犬童　武徳 （球磨村　）16 中 
　2 位　 別府　重幸 （あさぎり）15 中 
　3 位　 石田　憲雄 （人吉市　）13 中 
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テーマ『真心サービス』
　　　　〜２０年分の感謝をこめて〜
◆期日　１２月４日（土）・５日（日）
◆時間　１０：００開店　１５：００閉店
◆場所　県立球磨商業高等学校（錦町西 192）
　　　　（本校体育館およびその周辺）
◆内容　地元地域特産品及び北海道特産品の販売
◆イベント企画等
　（１）商品販売フェア（北海道フェア）
　（２）ステージイベント【５日（日）１２：００〜】
　　　　①餅投げ　②お楽しみ抽選会

（お問合せ先）県立球磨商業高等学校
　　　　　　 ☎（0966）３８−２０５２

第20回球磨商百貨店
（生徒販売実習）

　

11
月
７
日
、
球
磨
中
学
校
運
動
場
で
一
勝
地

阿
蘇
神
社
奉
納
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
７
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
予
選
リ
ン
ク
戦
を
行
い
、
上
位
の

チ
ー
ム
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
勝
ち
抜
く
方
法

で
行
わ
れ
、
む
っ
ち
ゃ
ん
ず
が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

【
試
合
結
果
】

　

優
勝　

む
っ
ち
ゃ
ん
ず

　

２
位　

フ
ォ
ー
リ
ン
グ
ス

　

３
位　

毎
床
ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ

　

む
っ
ち
ゃ
ん
ず
が
優
勝
を
飾
る

　
　
　
　
　

第
43
回
一
勝
地
阿
蘇
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
納
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
27
日
、
総
合
運
動
公
園
桜

ド
ー
ム
で
村
内
19
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
参
加
し
、
第
18
回
球
磨
村
高
齢

者
健
康
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
前
に
は
、
５
年
以
上

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
さ
れ

て
い
る
７
名
が
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
伝
達
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
香
月
千
松
会
長

元
気
い
っ
ぱ
い
！
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

第
18
回
球
磨
村
高
齢
者
健
康
祭

が
挨
拶
し
、
来
賓
と
し
て
桺
詰
村

長
と
村
議
会
柳
詰
議
長
の
挨
拶
の

後
、
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
口
に
く
わ
え
た
割
り

箸
で
輪
ゴ
ム
を
渡
し
て
い
く
「
二

人
で
チ
ュ
」
や
、
背
負
っ
た
一
斗

ガ
ン
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
「
泣
か

せ
玉
」
な
ど
笑
顔
と
元
気
い
っ
ぱ

い
の
健
康
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
代
間
交
流
も
あ
り
村

内
の
保
育
園
児
も
参
加
し
太
鼓
や

体
操
、
一
輪
車
の
演
技
で
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

仲良く一つのパンツを二人ではきました

チームスピリッツが優勝
一勝地ナイターソフトボール

　

10
月
29
日
、一
勝
地
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
チ
ー
ム
は
４
チ
ー
ム
で
、７
月
中
旬
に
３
日
間
試
合
が
行
わ
れ
、

２
勝
１
敗
で
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
毎

床
ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ
、
カ
イ
ヤ
ー
ズ
が
並

び
ま
し
た
が
、
得
失
点
差
で
チ
ー
ム
ス

ピ
リ
ッ
ツ
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

　

優
勝　

チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　

（
２
勝
１
敗
）

　

２
位　

カ
イ
ヤ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　

（
２
勝
１
敗
）

　

３
位　

毎
床
ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　

（
２
勝
１
敗
）

　

４
位　

大
無
田
（
０
勝
３
敗
）
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10
月
24
日
、
球
磨
中
学
校
体
育
館
で
「
く
ま
も

と
教
育
の
日
in
く
ま
む
ら
」
人
権
教
育
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
山
口
県
出
身
で
歌
手
の
ち
ひ

ろ
さ
ん
が
歌
を
通
じ
て
人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
ま

し
た
。
ち
ひ
ろ
さ
ん
は
、
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ

さ
ん
の
詩
に
曲
を
付
け
活
動
を
続
け
、
全
国
各
地

の
ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ
、
高
等
学
校
校
歌
、
Ｃ
Ｍ
ソ

ン
グ
な
ど
幅
広
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
村
内
の
児
童
生
徒
、
保
護
者
ら
約

５
０
０
人
が
詰
め
か
け
、
手
話
を
交
え
な
が
ら
金

子
さ
ん
の
詩
を
歌
う
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
歌
と
詩
の
朗

読
に
、
人
権
の
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
綺
麗
な
歌

声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

人権の大切さを伝える
くまもと教育の日 inくまむら

（人権コンサート）

　

11
月
７
日
、
一
勝
地
小
学
校
体

育
館
で
第
19
回
一
勝
地
婦
人
会
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
９
チ
ー
ム
で
、

開
会
式
で
は
、
一
勝
地
婦
人
会
の

松
尾
志
織
会
長
が
、「
昨
年
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
中
止
に
し
ま
し
た

が
、
健
康
増
進
と
地
域
婦
人
会
の

意
識
向
上
、
会
員
の
親
睦
と
融
和

を
深
め
る
大
会
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
、続
い
て
桺
詰
村
長
が
、「
婦

人
会
が
地
域
活
動
に
果
た
し
て
き

た
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
団
体
活

動
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に

行
政
区
再
編
で
は
、
地
域
に
お
け

る
活
動
が
重
要
で
、
そ
の
中
で
婦

人
の
役
割
や
活
動
が
必
要
で
あ
り

期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
予
選
は
３
パ
ー
ト
の

リ
ン
ク
戦
を
行
い
、
決
勝
は
上
位

チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
体
育
館
が
耐
震
工
事

で
練
習
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
試
合
に
な
る
と
日
頃

の
連
携
で
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
婦
人
会
と

交
流
を
目
的
と
し
て
参
加
し
た
青

年
団
は
他
の
行
事
と
重
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
１
人
少
な
い
３
名
で

予
選
と
決
勝
の
試
合
を
行
い
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
】

　

優
勝　

コ
ス
モ
ス
チ
ー
ム

　

２
位　

那
良
チ
ー
ム

　

３
位　

ス
マ
イ
ル
チ
ー
ム

　

３
位　

青
年
団
チ
ー
ム

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
会
員
の
親
睦
と
融
和
を
図
る

第
19
回
一
勝
地
婦
人
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

選手宣誓も力強く堂々と･･･

和気あいあいでも鋭いアタック！

　

10
月
23
日
、
松
谷
棚
田
の
水
田
で
、「
棚
田
の
稲
刈
り
と
田

舎
体
験
」
が
行
わ
れ
、
県
内
か
ら
親
子
連
れ
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

午
前
10
時
に
Ｊ
Ｒ
一
勝
地
駅
に
集
合
し
た
参
加
者
ら
は
、
車

で
棚
田
の
あ
る
松
谷
地
区
ま
で
移
動
、
挨
拶
や
作
業
の
説
明
の

後
、
早
速
、
小
金
色
に
実
っ
た
水
田
へ
入
り
、
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
稲
を
鎌
で
刈
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
も
持
ち
込
ま

れ
、
自
分
よ
り
大
き
な
機
械
を
地
元
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
操

作
す
る
子
ど
も
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
の
田
舎
弁
当
と
つ
ぼ
ん
汁
が

振
舞
わ
れ
、
参
加
者
も
農
作
業
の
後
で
も
あ
り
美
味
し
そ
う
に

頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、か
け
干
し
に
す
る
た
め
、

竿
に
一
つ
一
つ
稲
を
か
け
作
業
が
終
わ
っ
た
頃
に
は
腰
も
少
々

痛
く
、
か
わ
せ
み
温
泉
で
汗
を
流
し
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
27
日
（
土
）
に
は
同
じ
会
場
で
収
穫
祭
も
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

松田棚田で稲刈りを体験
棚田の稲刈りと田舎体験
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11
月
４
日
、
球
磨
村
特
別
支
援

教
育
講
演
会
が
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
清
流
館
（
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
、
保
育

園
、
小
中
学
校
及
び
保
護
者
な
ど
関

係
者
約
１
０
０
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
人
吉
球
磨
圏
域
地
域

療
育
セ
ン
タ
ー
の
田
村
禎
相
談
員
を

迎
え
、
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
た
取

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、
発
達
障
が
い
の

種
類
や
そ
の
内
容
、
子
ど
も
の
状
態

や
、
他
の
子
ど
も
と
の
係
わ
り
な
ど

か
ら
分
か
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
ま

わ
り
か
ら
は
、「
わ
が
ま
ま
な
子
」、

「
聞
き
分
け
の
な
い
子
」、「
乱
暴
な

子
」
等
と
し
て
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
、「
育
て
方
」
な
の
か
「
育
て

に
く
さ
」
な
の
か
の
違
い
が
大
切
だ

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
色
々
な
方
向
か

ら
見
る
こ
と
が
支
援
の
カ
ギ
で
、
子

ど
も
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、
普
段
何
気
に
使
っ
て
い
る
「
き

ち
ん
と
」
や
、「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」、

「
あ
と
で
」
な
ど
、
ど
れ
位
の
時
間

か
分
か
ら
な
い
抽
象
的
な
言
葉
で
は

な
く
具
体
的
に
声
を
か
け
た
り
話
し

方
の
工
夫
を
す
る
こ
と
、
集
中
し
や

す
い
場
の
設
定
、
目
で
見
て
理
解
す

る
こ
と
、
何
で
怒
ら
れ
た
か
や
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
話
し
て
あ
げ
る
な

ど「
視
点
の
転
換
」や「
環
境
の
調
整
」

が
必
要
だ
と
話
さ
れ
、
一
番
困
っ
て

い
る
の
は
「
子
ど
も
」
で
あ
り
、
係

わ
る
大
人
が
「
困
り
感
」
に
気
づ
い

て
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
対
応
が
遅
れ
る

と
、
自
信
を
失
わ
せ
、「
ど
う
せ
自

分
な
ん
か
い
な
い
方
が
い
い
ん
だ
ろ

う
」、「
ど
う
せ
や
っ
た
っ
て
出
来
な

い
」
と
い
っ
た
状
態
に
な
り
、
２
次

的
な
障
害
に
陥
る
可
能
性
も
あ
り
、

将
来
を
見
通
し
、
最
終
目
的
は
本
人

の
社
会
参
加
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
『
困
り
感
』
に
気
づ
き
理
解
す
る

球
磨
村
特
別
支
援
教
育
講
演
会

多くの関係者が参加しました

・・・平成 22年度　球磨村地域子育て創生事業・・・

長谷川義史
　　絵本ライブ

●　と　き　：　平成22年12月１1日（土）　13：30〜 15：00
●　ところ　：　球磨村コミュニティセンター　「清流館」
　　　　　　　　　（旧　球磨村生活改善センター）
●　対　象　：　子育て中の親子（小学6年まで）・地域の方（どなたでも）
＊保護者同伴です。お子様だけの参加はご遠慮下さい。

《日　程》　13：00　受付
　　　　　13：30　開会
　　　　　　　　　　長谷川義史〜絵本ライブ〜
　　　　　15：00　閉会
　　　　　　　　　　絵本販売・サイン会

●参加費　：　無料　

　　　＊参加ご希望の方は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

お問い合わせ先：　神瀬保育園　☎ 34 − 0040　　こがね保育園　☎ 32 − 0421
　　　　　　　　　渡保育園　　☎ 33 − 0125
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特集 「球磨村文化協会」　シリーズ⑥

★次回もサークルをご紹介いたします。
（問い合わせ先）球磨村文化協会事務局（球磨村教育委員会内）☎３２−１１１７

今回は、球磨村文化協会の「カラオケサークル」と「水墨画サークル」をご紹介します。
活動内容を少しだけご紹介しますので、興味のある方、又は是非参加したい方はご連絡をお待ちしています。
お気軽に代表者、または文化協会事務局へご連絡下さい。

◆カラオケサークル　　平成２２年度会員、現在１７名

　私達、カラオケサークルは、舟戸良雄先生を講師に迎え、
毎月、第二、第四日曜日の午後７時３０分から午後９時３０
分まで、渡多目的集会施設で楽しく練習しています。
　会員は現在１７名で、会費は一月、１，５００円です。
　毎回、課題曲を決め、全員で練習します。年に３回位は市
内のカラオケ店において練習の成果を披露しあうなど、みん
なで楽しんでいます。
　カラオケを楽しみたい方は入会してください。
　待っています。

◆水墨画サークル　　平成２２年度会員、現在８名

　私たち、水墨画サークルは、毎月、第二木曜日に球磨村ふ
るさと振興センター会議室において、坂本福治先生のご教授、
ご指導を受け８名の会員で活動しています。
　朝、９時３０分に集合して準備を行い、１０時から１２時
までの演習です。画題は、会員から希望するもののほか、講
師より選定されたもので、清流「球磨川」の風景、岩、滝（山
水）、動物など多彩です。
　絵、写真など興味をもっておられる人、水墨画を描いてみ
たいと希望される方、ご入会をお待ちしています

水墨画サークル
　代表　桺詰　芳郎　☎３２−１０７７

カラオケサークル　
　代表　水篠　年春　☎３３−０５５４
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

「球磨村地域子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 16:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどうぞお気軽
においでください。お待ちしています。

　�　「陽だまり」
行事予定 12 月

　１日㈬　陽だまりサロン 
　４日㈯　�りんごの木サー

クル
　７日㈫　陽だまりサロン
　９日㈭　1 才 7 〜
　　　　　10 ヶ月健診
１１日㈯　13：30 〜
　　　　　長谷川義史
　　　　　絵本ライブ
１３日㈪　陽だまりサロン
２１日㈫　ママ誕生会

　球磨村のふれあいまつりに、渡、こがね、神瀬の３園がステージに出演し、元気一杯の演技の一挙手
一投足に歓声と拍手を頂きました。又、午後の親子フェスタは地域創生事業の一環として初めての企画
でプラバン、シャボン玉、竹馬、竹鉄砲、アートバルーン、木工細工の製作でした。最初は自園のブー
スにそして隣の園のブースにと交流をしました。親子で活動する安心感と、同じ球磨村の子どもが触れ
合うことが出来ました。
　神瀬保育園では、３０日に広島からゾリスデンドライエックの３人のプロの音楽家（ピアノ、フルート、
トロンボーン）をお招きして、子どもに馴染みの深い曲や、お話に合わせてのオリジナル曲の演奏など
を楽しみました。
　何でもスポンジのように吸収する幼少期に、生の音楽やお話に触れることの重要性は皆様ご存知の通
りです。一方的にしゃべるだけの TV やゲームのような機械に面白さを見つけると、感情や反応が違う
人間（親、大人、友達）との関わりが苦手になるとも言われます。出来るだけ多くの人と本物の良い物
に触れる機会を子ども達に提供できるようにそれぞれの園で工夫を凝らしています。

《３才６～９ヶ月健診》

《陽だまりサロン》

「ふれあいまつり、そして音楽会」　　　＝神瀬保育園＝

ブロックの組み立ても上手です。

6 月に植えた芋堀りをしました。今年はちょっと小さめだけど、
旨味を凝縮させた甘いお芋ができました。

《赤ちゃんこんにちは》

《５才児健診》
元気いっぱい、球磨村の 5 才さんです。

虫歯ゼロです！

いも掘り、うんとこしょ
サロンデビュー
よろしくね。

無農薬の野菜です。

ママ友も待っ
てま〜す。
どうぞ　おい
で下さい。
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寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

社会福祉協議会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。（

10
月
分
）

○
浦
野
八
百
喜　

様
（
故　

忠　

士
）

○
鵜
口　

道
德　

様
（
故　

キ
ミ
子
）

○
金
栗　

邦
代　

様
（
故
羽
月
ユ
キ
子
）

○
鵜
口　

正
司　

様
（
故　

ハ
ル
ミ
）

○
日
當　

徳
行　

様
（
故　

竹　

一
）

○
毎
床
リ
ム
子　

様
（
故　

良　

美
）

○
浦
野　

千
尋　

様
（
故　

静　

雄
）

お
祭
り
広
場
に
ふ
れ
あ
い
の
輪

毎
年
恒
例
の
街
頭
募
金
が
、
10
月
16
日
と
17
日
の
両
日
、

『
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』
の
会
場
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
村
内
の
小
・
中
学
校
の

協
力
を
得
て
、
街
頭
募
金
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
球
磨
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
皆
様
に
も
街
頭
募

金
や
会
場
内
で
の
清
掃
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
達
や
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
の
元
気
で
明
る
い
笑
顔
や

一
生
懸
命
な
募
金
の
呼
び
か
け
に
、

皆
様
の
優
し
い
心
が
重
な
っ
て
、

温
か
い
善
意
が
た
く
さ
ん
集
ま
り

ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２日間の街頭募金額及びご協力団体
○ ボランティア協力校（村内　全小・中学校）
○ 球磨村ボランティア連絡協議会
○ その他のボランティア

　１１９，９０５円

　ふれあいまつりの時に、球磨村
文化協会の方によるオークション
が実施されました。
　その時の収益の一部を共同募金
にご寄附いただきました。

４，３５０円

　今年もふれあいまつりの間、球磨
村ボランティア連絡協議会の事業の
一環として清掃ボランティア活動に
従事されました。
　会員の皆様、お疲れ様でした。

　ひとり親家庭を対象とした、１日ふれあい行事で
『ふるさと列車の旅』を楽しみました。
　親子共々初めて乗る SL 列車に期待も胸いっぱい
で、人吉から八代へ約２時間弱のスローな旅を満喫
しました。
　列車の中では、子供用の車掌さんの制服を着て記
念撮影したり、記念のスタンプを打ったりと三両列
車の中を行ったりきたりして楽しみました。

１日ふれあい行事
スローな旅を満喫
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

〜 100％の確率で、「笑う」・「泣く」・「楽しむ」の３つを体感したいあなたへ！〜
青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
ホームページには広報と違った一面を載せてます (*^_^*)

　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　（携帯電話）http://k-ypa.  net/i/

雨に負けないぞ！

かけ声あわせてイチニ！イチニ！

　と意気込んで始まった村民体育祭。青年団もジュース販売や役員、選手としてそれぞれ参加しました。がっ！
やっぱり雨に負けてしまいました。カッパのアマゴイが効いたのかな…(^_^;)

　ふれあいまつりで開催された丸太切り大会。今年も青年団チームで出場しました。
目標は優勝？決勝進出？いえいえ！もちろん『参加賞』です。と言っていたわりには予
選で３位となり決勝進出。ここまできたら優勝を…
というよりは参加賞だけでよかったのに (+o+) 普段
使わない筋肉を使ったので腕がパンパン。
　決勝戦では力を出し切って目標に掲げていた参加
賞を見事ＧＥＴできました。イチニ！イチニ！と

腕の筋トレ頑張りました ((+_+))
　青年団テントも毎年恒例となっている射的が子ども達に大好評！
　多くの人がパーフェクトである５本すべて的を射抜いて、Ａ賞であるゲームソフトや
自転車などを獲得していました。

名前：地下　克愛
役職：新入団員
一言：服装は甚平
とスーツが好きで
す。名前はカツナ
リと読みますので
よろしく！

メンバー紹介！☆第 6 弾☆

《内容》青年団員がサンタクロースの格好をして各家庭をまわり、
　　　　子ども達にお菓子などをプレゼントします。
（プレゼントはご家庭で用意されたものでもＯＫです。ご要望に応じます。）
　《日時》平成2２年12月２４日（金）　午後6時頃〜
　《対象》村内の小学生未満
　《申込方法》
　　　　　　青年団事務局（内布）まで電話またはメールでご連絡ください。
　　　　　　　締め切りは、12月１０日（金）までです。
　　　　　　　　※応募多数の場合は先着順とさせていただきます。
　　　　　　（サンタ専用メール）ｓａｎｔａ２０１０＠ｋ‐ｙｐａ.ｎｅｔ
　　　　　お問合せ先　ＴＥＬ３２−１１１２　　ＦＡＸ３２−１２３０

 よい子のみんな～
サンタさんがお家にやってくるよ！

クリスマスサンタ大作戦☆

〜ふれあいまつり〜 出場メンバー　那良君☆原さん☆中渡君
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　　　　　　　　　　　　　　　12　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1 
◆�くまむら高齢者
大学（落語と講
演会）

（�11：00〜神多）

2
◆消防団全体訓練
 （19：00〜運公）

3
◆選挙管理委員会

4

5 6
◆人権相談所開設
（�9：00〜役場２階）

7 8 9
◆�１歳８ヶ月児　
健診

 （13：00〜渡多）

10
○区長文書発送
（�広報お知らせ版
発行）

11
◆長谷川義史
　 絵本ライブ
　13：30〜
　(清流館;旧改セ）

12 13
◆議会定例会開催
（予定）

14 15 16 17 18

19
◆球磨一周
　市町村対抗
   熊日駅伝大会
（�水上村スタート・
ゴール）

20 21 22 23 天皇誕生日 24
◆�人吉球磨行政　
組合議会

25 

26 27
○区長文書
　（広報くまむら）
◆税金等徴収日
　（渡多・神多）

28
◆球磨村役場
　　仕事納め

29 30 31

※〔改セ〕＝生活改善センター、〔渡多〕＝渡多目的集会施設、〔神多〕＝神瀬多目的集会施設、〔やまなみ〕＝石の交流館「やまなみ」
　 〔かわせみ〕＝一勝地温泉かわせみ、〔渡小〕＝渡小学校、〔一小〕＝一勝地小学校、〔球中〕＝球磨中学校、〔運公〕＝総合運動公園

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
み
な
さ
ん
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
「
川
柳
」「
俳
句
」「
短
歌
」

を
掲
載
し
ま
す
。
全
部
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
『『
課
題
笠
』（
要
ら
ん
こ
つ
）（
暇
ね
え
）
で
募
集
し
ま
し
た
。

・
要
ら
ん
こ
つ　

か
つ
ら
被
っ
て　

隠
し
と
る

・
暇
ね
え　

息
子
に
店
も　

譲
ら
し
た　
　
　
　

（
作
）
上
村
義
喜

・
要
ら
ん
こ
つ　

言
え
ば
あ
と
か
ら　

つ
り
が
く
る

・
暇
ね
え　

雨
戸
も
閉
め
て　

早
よ
寝
よ
か　
　

（
作
）
上
野
雲
海

・
要
ら
ん
こ
つ　

い
ち
い
ち
嬶か

か

が　

指
図
す
る

・
暇
ね
え　

毎
日
が
井
戸
端
会
議　
　
　
　
　
　

（
作
）
鳥
飼
竜り

ん
ど
う胆

・
要
ら
ん
こ
つ　

好
き
で
独
身　

し
と
り
ま
す

・
暇
ね
え　

回
転
寿
司
も　

干
か
ら
び
て　
　
　

（
作
）
日
當
山
岳

・
要
ら
ん
こ
つ　

今
流
行
の　

無
精
ヒ
ゲ

・
暇
ね
え　

駐
在
さ
ん
と　

か
く
れ
ん
ぼ　
　
　

（
作
）
桝
石
炭
山

ご
投
句
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

次
回
の
『
課
題
笠
』
は
【
来
年
こ
そ
】・【
手
の
出
ら
ん
】

　

一
人
四
句
以
内
で
、
12
月
８
日
（
水
）
ま
で
を
期
限
と
し
ま
す
。

　

投
句
先･･･

球
磨
村
役
場
総
務
企
画
課
ま
で
（
期
限
厳
守
）

川 

柳  

（
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
掲
載
）

川
岸
に　

鮎
押
し
よ
せ
て　

下
る
舟

秋
深
し　

朝
霧
か
き
わ
け
鳴
く
河
鹿　
　
　
　
　
　
　

（
上
村
義
喜
）

　
か
わ
せ
み
の　

湯
に
も
入
れ
た
い　

山
頭
火

お
し
ゃ
れ
着
の　

下
は
バ
バ
シ
ャ
ツ　

着
こ
ん
で
る　
　

（
カ
ヅ
子
）

消　防　団　年　末　特　別　警　戒
球　磨　村　役　場　年　末　閉　庁
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後

集

編

記

氏　

名

年
齢

地　

区

鵜
口　

キ
ミ
子

83
才

鵜　

口

日
當　

竹
一

93
才

日　

当

毎
床　

良
美

86
才

毎　

床

浦
野　

静
雄

86
才

浦　

野

黄
檗　

ミ
ノ
エ

81
才

黄　

檗

中
神　

永

86
才

日　

当

横
井　

政
人

74
才

横　

井

谷
口　

タ
ツ
ヨ

88
才

柳　

詰

10月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

11月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 3 2  △  2 △ 1 6

人　口（人） 4 , 5 4 4  △  7 △ 9 3

男　（人） 2 ,15 9  △  7 △ 4 1

女　（人） 2 , 3 8 5  　  0 △ 5 2

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

椎
屋　

敬け
い
た太

智　

司
椎　

屋

　

秋
の
大
祭
で
村
内
の
神
社
を
取

材
で
回
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方

が
参
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

「
昔
は
も
っ
と
多
く
の
方
が
参
拝
し

出
店
も
あ
り
賑
わ
っ
た
。」
と
よ
く

聞
き
ま
し
た
。
ど
の
地
域
も
人
口

の
減
少
と
仕
事
な
ど
で
参
拝
す
る

方
も
減
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

伝
統
的
な
行
事
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
大
瀬
組
の
太
鼓
踊
り

は
、
地
域
の
方
で
継
承
さ
れ
、
大

祭
の
日
も
ほ
と
ん
ど
の
方
が
参
加

さ
れ
て
お
り
、
継
承
す
る
地
域
の

絆
も
感
じ
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、広
報
を
と
お
し
て
様
々

な
伝
統
行
事
を
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
健
）

　10月21日、
渡保育園の年
長児そら組の
園児と引率の
上田園長、保
育士の椎葉さ
んが桺詰村長
を訪れ「わん

ぱく農園」で栽培した野菜をプレゼントしました。
　訪れたのは、松江美咲ちゃん、椎屋すみれちゃ
ん、椎屋太斗くん、山口光太郎くんの４人で箱
いっぱいに入った小松菜、ほうれん草、ねぎ、チ
ンゲン菜、大根葉を村長へ手渡し、「わんぱく農
園で採れた野菜です。これを食べて頑張ってくだ
さい。」とプレゼントしました。受け取った桺詰
村長は、「野菜は大好きです。これを食べてみん
なのように頑張ります。」とお礼を述べ、バナナ
をお返しに渡しました。
　渡保育園では、園児と地域住民とのふれあいを
大切にし、協力を得ながら、収穫した野菜をプレ
ゼントしています。

　11 月７日、球磨村公民館立野分館で第７回や
まびこ運動会が開催されました。
　この運動会は、平成 16 年３月に閉校した立野
分校を誰でも集える交流施設にと地域住民が主体
となって毎年運動会を開催しおり、今回も第４区
と渡地域を始め多くの関係者が参加しました。
　開会式では、大山敏幸実行委員長の挨拶、川口
副村長が祝辞を述べました。
　プログラムでは、地区を一周する６５０ｍのマ
イペースマラソンや、二人三脚アメ食い競争、梨
の皮むき、むかで競争など、地域の方の趣向を凝
らした演技が組まれ、どの演技も笑いが耐えない、
地域が一体となった運動会となりました。

みんなで育てた野菜です
渡保育園　野菜のプレゼント

笑顔いっぱ
いの運動会

第７回やまびこ運動会


